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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 腹腔内大量出血患者に対する救命法の1つである胸

部下行大動脈遮断法は，遮断時間の延長により心肺機

能に影響を与えたり，末梢多臓器障害を招く危険性が

ある．そこでこれらの欠点を補う方法として，間欠的

遮断法を考案実験し，その結果に基づき検討を加えた．

 方法

 雑種成犬を用い，急速無血にて平均動脈圧約50

mmHgのショックモデルを作成し， Fogartyカテーテ

ルを使って，横隔膜直上で間欠的遮断を行なった．遮

断方法は10分間の遮断と5分間の遮断解除のくり返し

で，回数は2回および4回とした．これは持続遮断安

全限界とされる30分以内となる2回と，より長期とな

る4回遮断の比較検討をおこなうためである．

 実験時循環動態パラメーターとして平均動脈圧，心

拍出量，肺勤脈懊入圧，肺動脈圧，中心静脈圧，総末

梢血管抵抗を，末梢循環の指標として門脈，腎動脈血

流量を測定，同時に動脈血ガス分析をおこなった．測

定は，①実験前基準値，②シ・ック時，③各々遮断，

遮断解除時，④脱血血液再輸血10分後におこなった．

なお代謝性アシドーシス，シ・ックに備え，遮断解除

時宗酸化リンゲル50mlとNaHCO3を20ml加えた．な

お3回目以降は，NaHCo3に限り10mlとした．

 成績

 ①いずれの遮断においても平均動脈圧は100mmHg

以上に上昇し，シ・ックからの離脱を示した．②平均

動脈圧の上昇は，遮断2回までは総末梢血管抵抗の上

昇によるところが大きく，3回目以降では心拍出量の

増加によっている．③再輸血後の循環パラメーターは，

4回遮断後の平均動脈圧の有意な低下をのぞき，基準

値と有意差をみない．④門脈，腎動脈血流量：は，遮断

により著明に低下し，出血コントロールに有効である

ことがわかる．⑤再輸血後も門脈，腎動脈血流量は，

低下したままで，特に4回遮断後では有意に低下して

いる．⑥補正にもかかわらず，代謝性アシドーシスは

進行している．⑦PO、， PCO，は，全経過を通じ正常に

保たれる．

 結論

 犬の実験において大量出血時の間欠的胸部下行大動

脈遮断は，平均動脈圧を有意に上昇させ，心肺機能を

保持する効果がある，また心肺機能面より言えば，4

回計40分の間欠的遮断においても影響は少なく，従来

危険とされた長期の遮断が可能と考えられる．しかし

遮断部より下部の組織潅流の低下による代謝性アシ

ドーシスを認める．
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論 文 審 査 の 要 旨

 胸部下行大動脈遮断は外傷に伴う腹腔内大量出血患者の救急法として有効であるが，遮断時間の延

長は心肺機能および末梢多臓器機能に与える影響が大ぎく危険を招くことになる．

 この対策として著者は間欠的遮断法を考案し，犬を用いて持続遮断安全限界である30分を越える遮

断と越えない遮断について比較検討した．その結果，合計40分の遮断も安全であることを明らかにし

たもので，学術上価値あるものと認める．
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